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第５回 西ノ島町総合振興計画策定審議会 議事録 

 

1．開催概要 

日 時 令和 7年 2月 19 日（水）14:00~15:00 

会 場 西ノ島町役場 2 階 議場 

参加者 

【委員】20 名中 13 名の出席 

 

【事務局】 

所    属 職 名 氏   名 備考 

西ノ島町 政策企画課 課 長 桶谷 昌史  

西ノ島町 政策企画課 係 長 木村 龍士  

西ノ島町 政策企画課 主 任 阿川 満美  

 

【調査委託会社】 

所    属 氏   名 

㈱エブリプラン 鶴見、川谷 

 

2．議事次第 

1） 開会 

2） 会長あいさつ 

3） 議題 

（1） 本日のテーマについて 

（2） 総合振興計画（案）について 

（3） 総合振興計画・概要版（案）について 

4） 閉会 

 

  



2 

 

3．配布資料 

次第 

策定体制・スケジュール、本日のテーマ【資料 1】 

総合振興計画（案）【資料 2】 

総合振興計画・概要版（案）【資料 3】 

第 4 回審議会でのご意見・ご指摘、パブリックコメントでのご意見、庁内確認作業を踏

まえた修正内容 

第 6次西ノ島町総合振興計画（案）パブリックコメント提出意見に対する回答及び対応 

 

4．議事録 

1） 開会 

 事務局より、委員の出席について、6名の欠席となり、出席者数が定足数を満たしている

ことを報告した。 

 

2） 会長あいさつ 

 会長より挨拶を行った。内容は以下の通り。 

 

発言者 要旨 

会長 お忙しい中お集まりいただき感謝する。本日は、パブリックコメントの結果

を踏まえた計画書案と概要版案について事務局より説明し、審議を行う。審

議会も今回が最後となった。本日も多くの意見をいただきたい。 

 

3） 議題 

 事務局より、議題（1）～（3）について、配布資料 1～3に沿って説明を行い、パブリッ

クコメントの結果を共有した後、意見交換を行った。質疑・意見は以下の通り。 

 

発言者 要旨 

委員 p.11 の字の重なりなど、製本前に誤字脱字の精査をしていただきたい。 

また、人口について、高齢化社会の進行と人口減少は様々な産業にも影響する

ため、向き合っていかなければならない問題である。 

計画を作って終わりでなく、引き続き向き合うべき問題について、意見を交わ

すことができる機会があることを期待している。 

事務局 製本に向けて、内容を精査する。 

人口については、厳しい現状ではあるが、様々なアイデアをいただいたと思っ

ている。策定した計画を着実に進めていきたい。 

委員 星印の意図が分かりにくい。総合戦略の取組に紐づけられていることが文言
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としてあるとよい。 

また、今後施策の進捗状況を住民が確認しやすくなるとよい。 

事務局 星印についての説明は p.6 に記載しているが、前回も星印について分かりに

くいという意見があったため、削除も含めて事務局で修正を検討する。 

住民への情報共有については、現在も年 2 回総合戦略会議を開催しており、

HP にて案内しているが、HP だけでなく紙媒体での案内など、より多くの方

に情報が届くよう、有効な手段を検討する。 

委員 総合振興計画は 10 年間の目標ととらえている。目標には具体策が必要であ

り、その案をどのように募集し実行するのか。 

事務局 具体策の案は、この会議でもご提案いただいた。10 年間の目標に対する施策

として、少し抽象的な表現もあるが、本計画に掲載されている施策を具体化し

実施していく。 

実施計画は本計画をベースに検討し、予算計上した上で、議決を経て進めてい

く。 

委員 たとえば p.22「健康づくりの推進」など、良い成果が見えにくい。西ノ島チ

ャンネルで取り上げられていた健康づくり体操によって健康を維持すること

ができている人がいるということもひとつの成果である。今後の評価の際に

は、できたこともアピールするとよい。 

事務局 担当者のモチベーション向上にもつながる。成果が上がったものは積極的に

アピールしていきたい。 

会長 総合振興計画（案）について、頂いた意見を踏まえて事務局で調整するという

ことで、審議会として概ね了承ということで意見をまとめてよいか。 

→了承を得た。 

 

4) 閉会 

 事務局より閉会の挨拶。内容は以下の通り。 

・会長から町長に答申を行う。議会において審議の後、基本計画成立となる。 

・成立後、HPでの公開、回覧での周知を行う。 

・委員の皆様にも、職場や家庭で計画について周知いただきたい。 

 

以上 


